























その 2 つとは、(1)ある社会の状態 A が、何らかの自然的、あるいは社会経済的変化の影
響を受け状態 B になり、しばらく後に再び状態 A に復帰するという意味でのレジリエンス
（A→B→A）と、もう 1 つは、(2)状態 A が、何らかの自然的、あるいは社会経済的変化の影響
を受け状態 B になり、しばらく後に状態 C になる、という意味でのレジリエンス（A→B→C）で
ある。この場合に、A と C はともに B よりも、「好ましい」状態であることを前提にしている。だか




















































































































                                                  
1 デ・カストロは、世界で毎年死亡する 6000 万人のうち 3000 万人から 4000 万人が栄養失調に
よる死だという。ここでいう栄養失調とは、カロリー不足とタンパク質不足を含めている(De 
Castro, Jose (1969) The black book of hunger, Beacon Press, Boston)。さらにルネ・デュモンは




するためであると明言している。(Wolde Mariam 1986：14). 
めてきたという。 
さらにワッツは、北部ナイジェリアの小農地域では、世帯単位では常時飢饉の危険性に晒































                                                  
3この書評は、拙著(1985)『アジア経済』26 巻 12 号 82-87 頁にある。 
4 チェンバースは、地方の計画や政策を改善するためには、地元の貧しい人々が、自分たちで決
めたローカルな考え方や優先順位に基づいて行動することを勇気づけ、その実現を可能にするこ



























































































































































                                                  
7 彼は、この本を書いた目的は、飢饉が社会経済的混乱と政治的無責任の結果であることを解明
するためであると明言している(Wolde Mariam1986: 14)。 
以上みてきたように各主体の脆弱性を増大させる要因は異なる。当然のことながら脆弱性
の現れ方も異なり、それを分析するための対象も異なってくる。最後にそれらの要因と観点
を要約して第 1 図に示しておきたい。 
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